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は じ め に

貝塚市は、大阪府の南部、泉州地域に位置し、北は岸和田市、南は熊取町 ・泉佐野市 と隣接 しています。西は

大阪湾に面 し、東に和泉葛城山を望む風光明媚な地であ ります。

今 日、私たちを取 り巻 く社会や自然の環境は、急速な開発で大 きく変貌を遂げつつあ ります。こうした開発が

進む一方で、先人によって育まれた文化の痕跡である埋蔵文化財が失われています。このような埋蔵文化財 を発

掘調査によって文化の痕跡を記録することにより、その歴史を明らかにする一方で、私たちの日常生活が先人に

よって培われた文化の賜物であることを認識 し、これか らの発展の礎 とするために未来へ引き継いでい く必要が

あ ります。

今回発掘調査 を実施 しました三ツ松北垣外遺跡は、森、三ッ松を結ぶ水 間街道が通る場所に位置する遺跡で、

中世の集落跡として周知されてお りましたが、平安時代後期の黒色土器が出土 し、さらに時代が遡 ることがわか

りました。このような成果を本調査報告書 として刊行するはこびとな りましたことは、過去の人々の暮 らしを明

らかにすることにおいて有意義なことと考えます。

発掘調査 ならびに本書の作成にあた り、多大なご指導、ご協力を賜 りました関係各位に対 し、深謝するともに、

今後 とも本市埋蔵文化財保護行政に対する一層のご理解 とご支援 をお願い申し上げます。

平成19年9月30日

貝塚市教育委員会

教育長 山本 太三郎



例 言

1本 書は、社会福祉法人 貝塚誠心園 理事長 横井清氏の依頼により、貝塚市三ツ松869-1、870-1に

所在する三ツ松北垣外遺跡において実施 した、民間開発工事 に伴う事前発掘調査の概要報告である。

2発 掘調査は確認調査 を平成15年12月22日 ～12月24日 、2次 発掘調査を平成17年11月1日 より平成18

年1月27日 にかけて実施 した。なお、内業調査 については本書刊行をもって終了 した。

3調 査にあたっては、社会福祉法人 貝塚誠心園 理事長 横井清氏に多大な御理解と御協力 を得た。 ここに

記 して、感謝の意 を表 します。

4発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課、学芸員三浦 基が担当した。

5本 書の執筆 ・編集は三浦が行った。

6遺 物写真撮影は三浦が行った。

7出 土遺物、調査記録は、貝塚市教育委員会において保管 している。

凡 例

1.調 査地位置図は縮尺1/2,500、 方位は座標北を上に統一している。 また、調査区位置図の方位は磁北 を示す。

2.本 書で用いた標高は、東京湾平均海水面(TP.)を 基準 とした。

3.本 書の土色表示は、農林水産省水産技術会議事務局監修 『新版 標準土色帳』1990年 度版を用いた。
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第1章 調査 に至 る経過

貝塚市三ツ松869-1、870-1に おける高齢者福祉施設建設工事 にあた り平成15年12月4日 埋蔵文化財発

掘届出書が提出された。当該地は中世の集落跡 として周知 されている三ツ松北垣外遺跡の範囲内にあたる。

確認調査 は、平成15年12月22日 ～12月24日 にかけて市教育委員会が実施 した。

調査は建物建設予定部分に第1区 ～第3区(合 計54.5㎡)の 調査区を設定 し、実施 した。

確認調査の結果、平安時代か ら中世と考えられる遺物包含層、耕作 に伴 うアゼの痕跡、溝1条 、中世の耕作に

伴 う溝2条 を検 出した。確認調査実施後、約2年 が経過 し工事を実施するにあたり協議を重ねた結果、基礎掘削

により破壊 を受ける部分(約1,210㎡)の 発掘調査を実施することで合意 し、平成17年10月14日 に覚書を交わ

した。

調査期間は平成17年11月1日 より平成18年1月27日 にかけて実施 し、最終的な調査面積は1,034mと なった。

県

貝塚市

和歌山県

図1貝 塚市位置図
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17水 間寺遺跡18木 積観音寺跡35積 善寺城跡36清 児遺跡37集 原池遺跡38高 井天神廃寺 ・高井城

跡39森 城跡40森B遺 跡41森 ノ大池遺跡42森A遺 跡44千 石堀城跡45水 間墓地46三 ケ山城跡

47片 山墓地54三 ツ松遺跡68三 ケ山遺跡69三 ケ山西遺跡74木 積遺跡81三 ヶ山オニ谷遺跡83森

下代遺跡84三 ツ松北垣外遺跡85薬 師池西遺跡101白 地谷遺跡108水 間ニノ戸遺跡

図2貝 塚市遺跡分布図(部 分)
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第2章 位置 と環境

三ツ松北垣外遺跡は貝塚市のほぼ中央部、大字 「三ツ松」に所在 し、近木川右岸の段丘上に位置する中世の集

落跡である。現状TP.54～55mで ある。東山丘陵から近木川方向に数多 くの開析谷が伸び、谷をせ き止め、た

め池を造 り農業用水 として利用 されている。本遺跡南には観音信仰で知 られる水間寺があ り、本調査地は水間街

道に面 している。

周辺の遺跡 としては北に奈良時代～平安時代の散布地である清児遺跡、中世の散布地である名越遺跡、古墳時

代～近世の集落跡である名越西遺跡、中世の集落跡である鳥の池西遺跡、北東には飛鳥時代、奈良時代の須恵

器窯が推定されている集原池遺跡、中世、近世の散布地である森A遺 跡、中世の散布地である森B遺 跡、平安、

中世の散布地である森ノ大池遺跡、南には、中世の散布地であ り、近年の調査で縄文土器、石器が出土 している

三 ヶ山西遺跡 と多 くの遺跡が存在する。

これらの遺跡のほか、中世末期 に紀州根来寺の勢力下となって多 くの城が築かれた。本遺跡周辺では、北に高

井城跡、積善寺城跡、森城跡、南東に三ケ山城跡、近木川を挟んで北西に千石堀城跡など多 くの城跡が残る。

図3調 査位 置 図(S=1/2500、 上 が座標 北)
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第3章 調査結果

1.調 査 の概 要

調査 は、建設工事 により破壊を受ける部分、約1,210㎡ について調査区を設定 して実施 した。調査 を進めるに

あたって、土置場がなく、掘削土を搬出する必要があった。搬出するには重機、 トラックの作業スペースを確保

す る必要があ り、調査面積 は最終的に1,034mと なった。調査 区は国家座標に基づいて5mX5mの 区画を用い、

南北に11区 画を設け1～11、 東西に9区 画を設けA～1と した。

2.基 本 層 序

調査 区 の 地 層 堆積 状 況 は 、上 層 よ り第1層(1耕 作 土 、層 厚0.2m)、 第2層(2、3、4)、2灰 黄 色 砂 質 土(層 厚0.08

～0 .14m)、3明 黄 褐 色 土(層 厚0.1～0.16m)、4灰 黄 褐 色 土(層 厚0.1～0.14m)、 第3層(7、9)、7暗 灰 黄

色 細 砂 混 じ り土(層 厚0.08～0.14m)、9暗 灰 黄 色 細 砂(2.5Y5/2)・ にぶ い黄 色 砂(2.5Y6/4)混 じ り土(層 厚0.14

～0 .2m)、 第4層(8、10、11、12)、8に ぶ い 黄 色 砂 混 じ り土(層 厚0.05～0.16m)、10暗 灰 黄 色 細 砂 混 じ り土(層

厚0.07m)、11に ぶ い 黄 褐 色 砂 質 土(層 厚0.1m)、12灰 黄 褐 色 土(層 厚0.1m)、 第5層(5褐 色 土 、層 厚0.03～11:)、

第6層(6灰 黄 褐 色 土 、 層 厚0.1～0.14m)で そ の 下 は 明 黄 褐 色 粘 質 土(13)、 黄 褐 色 土(14)、 灰 黄 褐 色 礫 混 じ

り土(15)の 地 山 土 で あ る 。

第1、 第2層 は 農 地 層 、 第3層 ～ 第5層 は 遺 物 包 含 層 で あ る。 第3層 か らは 土 師 器 、瓦 器 が 出土 して お り、 中

世 と考 え られ る 。 第4層 、 第5層 か らは 黒 色 土 器 、 青 磁 、土 師 器 、 瓦 器 が 出土 して お り、 平 安 時 代 後 期 ～ 中 世 と

考 え られ る 。 遺構 検 出 は 第5層 上 面 、 第6層 上 面 で 実 施 した 。

3.検 出 遺 構

本調査地は北側部分に段差があり、2区 画の土地であった。調査の結果西側の道路部分から2ヵ 所の段差があ

り、数度の地形改変が行われ、現在の土地区画となったことが明 らかとなった。遺構検出は遺物包含層第5層 上

面、第6層 上面で実施 し、耕作に伴 う溝、鋤溝 を検出した。

第6層 上 面

溝1

本溝は、B・C-6区 にて検出した。幅0.7m、 検出長3m、 深 さ0.05mで ある。埋土 はにぶい黄色砂混 じり土(2.5Y6/4)

で耕作に伴 う溝 と考えられ、北側の段差1、 溝2と の間隔はほぼ同じで約11mの 間隔であ り、耕作 の区画溝の

可能性がある。遺物は出土 していないが、地層堆積状況等か ら判断して中世に掘削された溝 と考えられる。

溝2

本 溝 は 、A-8、B-8・9、C-9区 に て 検 出 した 。 幅0.9～1.8m、 検 出 長11.6m、 深 さ0.05～0.08mで あ る。 埋

土 は にぶ い 黄 色 砂 混 じ り土(2.5Y6/4)で 耕 作 に伴 う溝 と考 え られ 、 溝1と 同様 に耕 作 地 の 区画 溝 の 可 能 性 が あ る。

遺 物 は 出土 して い な が 、 地 層 堆 積 状 況 等 か ら判 断 して 中 世 に掘 削 さ れ た 溝 と考 え られ る。

段 差1

本遺構 はC-4、D-4・5、E-5、F-5区 にて検出 した。検出長15mで ある。段差の北側は約0.1m低 くなってお

り耕作に伴 う区画あるいは地形改変の際に段差が設けられた と考えられる。上層で溝7を 検出 してお り、段差が

つ くられた後 も、区画が使用 されたと考えられる。遺物は出土 していないが、地層堆積状況等から判断 して中世

に掘削されたと考えられる。
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i:耕 作土

2:灰 黄色砂質 土(2.5Y/2)

3:明 黄褐色土(10YR6/6)

4:灰 黄褐色土(10YR5/2)

5:褐 色土(10YR4/4)

6:灰 黄褐色土(10YR4/2)

7:暗 灰黄色細砂混 じり土(2.5YR5/2)

8:に ぶい黄色砂混 じり土(25Y6/4)

9:暗 灰黄色細土(2.5Y5/2)、 にぶい黄色砂(2.5Y6/4)混 じり土

10:暗 灰黄色細砂混 じり土(2.5Y5/2)

11:に ぶ い黄褐色砂質土(10YR5/3)

12:灰 黄褐色土(10YR5/2)

13:明 黄褐色粘質土(10YR6/2)地 山土

14:黄 褐色土(25Y5/4)地 山土

15:灰 黄褐色礫混 じり土(1QYR4/2)地 山土

図4調 査区地区割図、柱状土層図
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0 10m一
図5遺 構配置図(第6層 上面)
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図6遺 構配置図(第5層 上面)
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第5層 上 面

段差2

G-6・7、H-4～6区 にて検出した。調査区西側の水 間街道に沿 う形で段差がある。地形改変 により平坦面を造

成 している。

段差3

段差2の 東側の段差である。段差2と 同様、水間街道に沿 う形で段差が造成されている。地形改変により平坦

面を造成 し、耕作地としている。段上には溝3を 掘削 し、耕作に伴 う溝を設けている。

溝3

調査区西の段差3西 側段上部分の溝である。幅1.2～1.7rn、 検出長36.8m、 深さ0.15mで 溝の方向は南南西

一北北東方向である。埋土は、にぶい黄色土(2.5Y6/4)で 耕作 に伴 う溝 と考えられる。遺物は土師器、瓦器が出

土 している。出土遺物、地層堆積状況から判断 して中世以降に段差がつ くられ、本溝が掘削 されたと考え られる。

溝4～ 溝6

調査区西の段差3西 側段上部分の溝である。南南東 一北北西方向に平行する3条 の溝で、幅0.5～0.8m、 検

出長21～26m、 深さ0.05～0.1mで ある。耕作に伴 う溝と考えられ、北側でL字 状 に曲がることか ら段の北側

に段差あるいは区画があったと考えられる。遺物は土師器、瓦器が出土 している。掘削の時期は溝1と 同様、中

世以降に段差がつ くられてからと考えられる。

溝7

本溝はC-4、D-4・5区 にて検出した。段差1の 上層で検出した溝で、溝の方向は東北東 一西南西で、幅0.1～04

m、 検 出長6.4mで ある。耕作地を区画する溝あるいは段差部分に掘削された溝 と考えられる。遺物は、土師器、

瓦器が出土 してお り、中世以降に地形改変が行われたと考えられる。

鋤溝 群1

D～G-2～4区 にて検 出した鋤溝である。tの 方向は南南東 一北北西方向のものが多 く、幅0.1～0.3m、

検出長は0.3～10.7mで ある。埋土 はにぶい黄褐色砂質土(10YR5/4)で 、土師器、瓦器が出土 している。地層

堆積状況、出土遺物か ら判断 して、中世の地形改変後に耕作が行われたと考えられる。

鋤溝 群2

A～D-6～10区 にて検出 した鋤溝である。溝の方向は東北東一西南西方向で幅o.i～0.2m、 検出長0.3～4。2

mで ある。埋土はにぶい黄色砂混 じり土(2.5Y6/4)で 、遺物は土師器、瓦器が出土 している。地層堆積状況、出

土遺物か ら判断 して、中世の地形改変後に耕作が行われたと考えられる。

4.出 土 遺 物

図化で きた出土遺物のほとんどは遺物包含層第4層 出土のものである。遺物包含層第3層 、遺物包含層第5層

のものについては説明文中にOで 示す。

1～12は 土師器小皿である。1は 復元口径7.3cmで 口縁部はナデで仕上げる。2は 復元口径7.4cmで 、口縁

部端部はつ まみ上げナデで仕上げる。3は 復元口径7.8cmで 底部は平坦で口縁部はナデで仕上げる。4は 復元口

径8.2cmで 、口縁部は斜め上方に立ち上が り口縁部をナデで仕上げる。5は 復元 口径8.4cmで 口縁部をナデで

仕上げる。6は 復元口径8.6cmで 口縁部をナデで仕上げる。7は 復元口径9.Ocmで 、口縁部に強いナデ を施す。

8は 復元 口径9.2cmで 、 口縁部が斜め外方に立ち上が り、底部中央部の器壁が薄い。9は 復元口径10.8cmで 、
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口 径 に比 して 口縁 部 の 立 ち上 が りが 低 い 。10は 復 元 口径10.8cmで 、底 部 か ら口縁 部 に か け て の 境 が な く緩 や か

に 立 ち 上 が る 。11は 復 元 口径11.Ocmで 、 底 部 か ら口 縁 部 に か けて 曲折 し口縁 部 は ナ デ で仕 上 げ る。12は 復 元 口

径11.8cmで 、底 部 は丸 く指 押 さ え仕 上 げ 、 口縁 部 は ナ デ で仕 上 げ る。

14～21は 黒 色 土 器 椀 で あ る。 出 土 し た 黒 色 土 器 の す べ て が 、 内 面 の 黒 い 黒 色 土 器A類 で 、 第4層(14～

20)、 第5層(21)か ら 出土 して お り、 底 部片 が ほ とん どで あ る が小 片 が 多 く図 化 で きた もの は8点 で あ った 。

14は 復 元 高 台 径5,0cmで 、 高 台 断 面 は 台 形 で あ る。15は 復 元 高 台 径6:4cmで 、 高 台 断 面 は逆 三 角 形 で あ る。16

は 復 元 高 台 径7。2cmで 、高 台 断 面 は逆 三 角 形 で あ る 。17は 復 元 高 台 径7.7cmで あ る 。18は 復 元 高 台 径8.4cmで あ る。

19は 復 元 高 台 径8.4cmで あ る。20は 復 元 高 台径..で 、高 台 断 面 は逆 三 角 形 で あ る。21は 復 元 口径14.6cmで 、

内 外 面 に ミガ キ を施 す 。

22～26は 瓦 器 小 皿 で あ る。22は 復 元 口 径8.1cmで 、底 部 は平 坦 で 口縁 部 は ナ デ で仕 上 げ る。23は 復 元 口径9.Ocm

で 、 内 面 に ミ ガキ を施 す 。

24～36は 瓦 器 椀 で あ る。24は 復 元 口径10.6cmで 、 内 面 に ミガ キ を 施 す 。25は 復 元 口径11.2cmで 、 口 縁 部

図7出 土遺物
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は ナ デ で 仕 上 げ る。26は 復 元 口径11.6cmで 内面 に ミガ キ を施 す 。27(遺 物 包 含 層 第5層)は 復 元 高 台 径3.8cm

で 、高 台 断 面 は 逆 三 角 形 で あ る。 外 面 底 部 を指 押 さえ で 仕 上 げ 、内面 に ミ ガキ を施 す 。28は 復 元 高 台 径58cmで 、

高 台 断 面 は 逆 三 角 形 で あ る。29は 復 元 口径12.2cmで あ る 。30は 復 元 口径13.Ocmで あ る 。31は 復 元 口 径13.4cm

で あ る。32は 復 元 口 径13.6cmで あ る。33は 復 元 口径138cmで 、 口縁 部 を ナ デ で 仕 上 げ る。34はSD-5157出

土 で 復 元 口径14.6cmで あ る。 内 面 に ミガ キ を 施 す 。35は 復 元 口 径14.6cmで 、 内 面 に ミガ キ を施 す 。36は 復 元

高 径14.8cmで あ る 。

37～39は 青 磁 碗 で あ る。37(遺 物 包 含 層 第3層)は 口 縁 部 が 端 反 りで 、 復 元 口 径14.4cmで あ る 。38は 復 元

口 径15.8cmで 内外 面 に工 具 で 文様 を描 く。39は 復 元 口径15.8cmで 外 面 に鎬 蓮 華 文 を施 す 。

40は 土 師 質 壺 で あ る。 頸 部 は 、 くの 字 に 曲 折 し、外 面 は 指 押 さ え、 内面 は ナ デ で 仕 上 げ る。41、42、48は 瓦

質 こ ね 鉢 で あ る 。41(遺 物 包 含 層 第5層)は 復 元 口 径24.8cmで あ る 。42は 、 復 元 口径26.Ocmで あ る 。 口縁 部

は 断 面 三角 形 で あ る。48(遺 物 包 含 層 第3層)は 復 元 口 径33,0cmで 、 口縁 部 断 面 は 三 角 形 で あ る 。43、44は 須

恵 質 こね 鉢 で あ る。 と もに 遺 物 包 含 層 第4層 出 土 で 、小 片 の た め 口径 不 明 で あ る。47はSD-5157出 土 で 、 復 元

口 径24.8cmの 土 師 質 羽 釜 で あ る 。45、46は サ ヌ カ イ ト石 器 剥 片 で あ る。
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第4章 ま と め

'本遺跡のこれまでの調査成果では
、中世の遺物が出土 し、遺構 を検出してお り、中世に集落が営 まれ、耕作が

行われていたことが明 らか となっている。今回の調査では、平安時代の土器である黒色土器が出土 し、周辺遺跡

の調査 においても、森下代遺跡で緑釉陶器が出土 し、山間部になるが三ヶ山オニ谷遺跡で黒色土器が出土 してお

り、本遺跡および周辺部において平安時代 に集落があったことが推定できる。

本調査地の地形は、西側を通 る水 問街道から東側に向かって傾斜 し、約100m離 れたあた りから東山に向かっ

て上る。緩やかな谷 となってお り、第5層(5褐 色土)、 第6層(6灰 黄褐色土)は 谷部の堆積土 と考えられる。

谷は水間街道 と並行する方向で南か ら北方向にr.,やかな傾斜 をもち、灌漑用水路 も地形に沿う形で掘削 されたと

考えられる。

これまでの市内の発掘調査で、中世期に地形改変等により開墾がすすみ耕作地が拡大 したことが明 らかになって

いるが、本調査地において も同様に傾斜地に地形改変 を行い、平坦面をつ くり、灌漑水路(溝)を 掘削 して耕作

地 としていると推定される。

本調査地の土地利用の変遷は、平安時代は、東側の平坦面が耕作地 として利用 され、中世には西側傾斜部分 に

おいて地形改変(段 差2、 段差3)が 行われ、平坦面が造成 され、灌漑水路 も掘削された。近世～近代にかけて

水 間街道側か ら盛土 を行って耕作地を造成 し、東西方向の段差の土地が盛土による造成により改変され、南北方

向に段差が設けられ2区 画 となっている。本調査地は、現在木島小学校が斜め向かいにあ り、住宅 も道沿いに密

集 して見られるが、明治期の地図を見てみると三ツ松村 と森村の問で耕作地が広がっており、現在の景観は昭和

以降のことと考えられる。

現在の三ッ松、森は集落が密集してお り、密集 している部分で大規模な開発が行われることは少なく、個人住

宅の建設、建替えに伴 う発掘調査が多 く、調査面積は狭小である。本遺跡(三 ツ松垣外遺跡)に ついては、本格

的な調査ははじめてであった。

調査成果で特に注 目すべ き点は、平安時代後期の黒色土器が出土 したことで、黒色土器が出土 している三 ヶ山

オニ谷遺跡や同時代の緑釉陶器が出土 した森下代遺跡などとの関係 についても、検討 していく必要がある。
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遺物包含層第4層 出土土器
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遺 物 包含層 第5層(21)、 遺 物包含 層第4層(15・17・19・20)出 土黒 色土器



図
版
7

出
土
遺
物

遺 物 包含 層 第4層(23・24・27～29・31・32・34)、 遺 物 包 含 層 第3層(37)出 土 土 器



図
版
8

出
土
遺
物

遺物 包含 層第5層(41)、 遺物 包含 層 第4層(38・42・44～47)、

遺物 包含層 第3層(48)出 土 遺物
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